
 

第１回NITS 大賞（平成29年度）エントリーシート 
鹿児島大学教育学部附属特別支援学校                                                                B-4 

【活動名】 ふとくＲ＆Ｂプラン 
解決すべき課題： ※どんな問題を解決しましたか？ 
・ 業務の削減と改善，業務改善への意識の向上 
・ 管理職による適切な勤務時間の管理 
・ 働き方改革へのモデルケースを示すことで，附属学校園の在り方，存在意義を明らかにするための取組。 
目的や背景： ※解決すべき課題の背景や、活動の目的をおしえてください 
 教職員の長時間勤務が社会問題化している中で，業務改善に取り組むことで本校の教職員がライフワークバランスを実現し，健全に働くことができるよ
うにしたいと考えた。そうすることで，附属学校園の使命である研究や教育実習にじっくり取り組むことができ，成果がより良いものになると期待される。ま
た，本校の取組をモデルケースとして他校に紹介することで公共性，公益性を高め，附属学校園の在り方，存在意義をより明らかにしていきたいと考え
た。 
活動内容： ※何をしましたか？ 

※「研修成果活用部門」については、研修のどういう内容を活用して課題解決につなげたかがわかるように記載して下さい。 
 〇 「ふとくＲ＆Ｂプラン」 
   業務の削減（Reduction）と改善（Betterment）を目的とした取組。共有サーバーのファイル上に課題点，改善案，開始時期をいつでも誰で
も自由に入力できるようにしておく。主事会（副校長，教頭，学部主事による会議）において前日までに入力された改善案等の対応策を話し合う。
その内容によって主事会対応，学部で検討，係で検討などの判断をし，関係各所に検討を依頼する。検討した結果をそれぞれが掲示板に挙げ，全
職員で共有し，共通理解を図る。 
 〇 変形労働制の採用 
   勤務時間を 6 時間（9：30～16：15），7 時間（9：00～16：15），8 時間（8：15～17：00），9 時間（8：15～18：15）の
4つ設定した。夏休みなどの長期休業中を6時間や7時間勤務にすることで年間労働時間に余裕を作り，教育実習期間中や入学選考，校内研究
会など学校全体で業務が多い時期を 9 時間勤務にする。そうすることによって，より計画的に業務に取り組んだり，時間外勤務の削減につながったりし
た。 
 〇 時間外勤務の事前申請制度 
   共有サーバーに個人の出退勤時間確認表をエクセルデータで準備しておく。時間外勤務を行う職員は勤務時間内に時間外勤務申請の欄に理由の
番号（時間外勤務が認められる業務には①教育研究などあらかじめ番号が付けられている）と予定時間数を記入する。また，時間外勤務とみなされ
ないが校内に残る場合（個人的な研究やレクリエーション等）は紙媒体で別途申請する。管理職は，エクセルデータと個人的な研究等申請書を確認
し，時間が長い，時間外に行う業務内容がはっきりしないなど不適切と思われる申請に対して指導を行い，修正を命じる。職員は退庁前に時間外勤
務実績と退勤時間を入力し退庁する。事務係はデータを確認し，その月に勤務した時間を記録，給与に反映させる。管理職は，時間外勤務時間
の一覧を作成し，年間の目安時間（200 時間）までの残時数を職員に伝え，計画的に業務に取り組むよう指導している。職員の仕事に取り組む
姿勢にも変化がみられ，「終了予定時刻を申請することで，仕事を終わらせるべき時刻を意識するようになり，効率的に仕事をするようになった。」や
「目安時間の残り時間が毎月提示されるので，複数の業務に見通しをもって取り組む意識をもつようになった。」などの声が挙がっている。 
 〇 早期退庁日の設定 
   毎週金曜日を「はよ帰るデー」として，１７時３０分に校内を施錠している。早期退庁日のネーミングを決める際，職員厚生係の協力を得て職員
から募集，選ばれた作品には賞品を進呈した。参加型の形式をとることで職員が親しみやすさをもって早期退庁に取り組むことができている。 

活動の成果： ※それによって、どんな成果が得られましたか？ 
 ふとくＲ＆Ｂプランには，これまで職員から４９件の業務改善案が挙げられた。指導要録の電子化や個別の指導計画の様式の見直しなどの学校全体
に関わる大きな改善から，修学旅行の餞別の在り方などちょっとしたことまで実に多彩な意見が挙げられたが，すべての改善案を主事会を中心に丁寧に
検討することで業務改善がなされると同時に，職員が「これはＲ＆Ｂできないか」と業務改善の視点をもって仕事に取り組むようになってきている。また，管
理職や主事が職員が提案した改善案にすべて向き合うことで，より信頼関係が深まり，計画的な業務の取組への指導なども素直に受け入れるようになっ
ている。 
アピールポイント（アイディア）： ※もっとも、がんばったこと、注目したことをアピールしてください。 
 業務改善をトップダウンで職員に押し付けるのではなく，参加型の取組にし，自我関与を高めることで，職員が業務改善に強い意識をもって取り組むよ
うになった。当初は，なかなか意見が挙がらなかったり，独善的な意見がみられたりすることもあったが，職員から挙げられた意見はどんなに些細なことでも
主事会を中心に真剣に検討し，その検討結果を伝えることで「自分たちの意見を聞いてもらえる」という思いが起こり，多くの意見が挙げられるようになっ
た。また，独善的な意見に対しても否定せずに，検討結果を理由とともに伝えることで，直感的，主観的な意見は減り，意見の中に学校や学部全体
への配慮がみられるようになり，職員間の信頼関係も深まった。職場の雰囲気も非常によくなり，管理職から指導を受けても素直に受け入れられるように
なっている。さらに，「早期退庁日」といったやや固い表現よりも「はよ帰るデー」と親しみやすい，かつ，自分たちが決めたネーミングにすることでより積極的
に取り組んでいるように感じる。全職員が業務改善に主体的に参加できるシステムにすることより，「働き方改革」の主役となり，附属学校としての使命を
果たしながら，ライフワークバランスを実現しようという機運が学校全体で高まっているのが一番の成果である。 




